
経務言命
聾J1.十五巷 E者二罪

カクッキーの超帝国主義論.......…-静 田 均 1 

若き官ツクの自然法思想、と)・・…・ …平井俊彦 11 

アメ 9;iJ原子力産業固有化の論理...金田重喜 31 

ふたたび独占資本主義のもとでの剰余

価値の法則について田…・・田...・H ・H ・白杉庄一郎 47 

沖縄経済見聞記・ ・… ・・ ...~屑江 w 蔵 61 

昭和三十五年二月

東郡太智鱈持著書



llJ1 

経

済

学

部

。
学
部
長
児
迭
青
山
秀
夫
教
援
は
昭
和
三
十
五
年
一
月
九
日
字
も
っ
て

任
期
尚

f
と
な
っ
た
の
で
、
松
井
市
教
援
が
一
月
十
日
付
を
も
っ
て
新

た
に
学
部
長
に
就
任
し
た
。

Oi中
谷
史
教
授
は
昨
年
十
一
月
初
旬
、
日
本
生
産
性
本
部
経
済
分
析
専
門

視
察
団
団
員
と
し
て
米
国
へ
渡
り
、
主
要
な
大
学
お
よ
び
研
究
所
を
訪

ね
て
、
経
済
分
析
刀
法
の
調
行
研
究
を
な
し
、
十
二
月
二
占
五
日
無
事

畑町学一

J
t
o

O
昭
和
一
一
一
十
四
年
度
大
学
院
博
士
課
程
修
了
者
研
究
報
告
会

十
一
月
二
十
八
日
午
後
一
時
l
五

時

会

議

室

第
八
十
五
巻

/に

第
二
号

七
0 

日
本
資
本
主
義
確
立
加
に
お
け
る
外
岡
資
本
り
役
割柴

ア
メ
リ
カ
原
子
力
産
業
の
独
占
構
造
と
同
家
の
役
割本官長

固

弘

田J砂田

m 
安否

社
会
主
義
の
経
済
法
則
の
定
式
化
に
つ
い
て

十
二
月
五
日
午
後
一
時
J
五

時

会

議

案

イ
ギ
リ
ス
北
命
と
ム
心
地
問
題

ア
タ
ム
ミ
ュ
ラ
ー
の
農
業
前

宿尼

本崎

邦芳

~人

円相

総
合
経
済
研
史
所

経

済

学

会

。
研
究
座
談
会

一
月
一
十
一
日
(
木
ゾ

報
告
者
・
題
目

一
、
沖
組
の
経
済
見
聞

一
、
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
の
社
会
経
済
事
情

山
東
友
会
館

第
一
三
号
主江

恭
保

島崎ij

彦蔵
氏氏

昭

和

三

十

五

年

度

経

済

学

会

大

会

・

同

窓

会

創

立

総

会

日

程

予

告

五

月

二

十

九

円

(

円

)

同

三

十

日

(

月

〕

三

十

一

日

(

火

)

同

窓

会

創

立

経

済

学

会

大

会

(

範

一

日

)

公

同

上

(

第

一

一

目

)

研

告，寅

同

級
官
詐
制
は
也
っ
て
惟
定
次
第
お
し
ら
壮
い
た
し
ま
す
。

総

会

開

報講

会会

究


